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世界的な電池需要の高まりに対応し、資源の乏しい日本において、下水汚泥焼却灰や 
塗装スラッジをリサイクルすることで、電池材料の安定供給の可能性が示されました。       

 

  リン酸鉄の合成、リン酸鉄リチウムの試作、正極試作、電池評価に成功しました。 

 

 

 

 リン酸鉄はリチウムイオン二次電池用正極活物質の材料（原料）となります。 

関連特許 
 
 

関連資料等 
 
 

何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 

今後需要が高まる電池材料の安定供給を可能にする技術です。産

学官連携研究により、産業廃棄物利用の可能性が示されました。   


